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第
六
人
次
調
査
　
一
九
七
〇
年

（昭
４５
）
七
月

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

代
表
　
坪
井
清
足

都
城
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
一
七
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
建
設
に
と
も

な
う
緊
急
調
査
と
し
て
、
東
院

東
南
隅
の
南
方
で
行
な
つ
た
。

口

最
近
の
知
見
で
は
東
院
南
方
遺

奈

跡
と
称
さ
れ
る
範
囲
内
に
あ
り
、

藤
原
麻
呂
宅
推
定
地
の
北
に
接

す
る
坪
に
あ
た
る
。
東
院
東
南
隅
を
対
象
と
し
た
宮
第
四
四
次
調
査
の
南
で
、

同
調
査
で
検
出
し
た
東
二
坊
々
間
路
の
西
側
溝
の
南
延
長
上
に
、
東
西

一
〇
ｍ
、

南
北
五
〇
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
建
物
八
棟
、
柵
四
条
、
木
樋
暗
渠
二
条
な
ど
を
検
出
し
た
。

東
二
坊
々
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
の
西
は
、
建
物
の
建
て
替
え
が
多
く
見

ら
れ
、
ま
た
削
平
も
あ
っ
て
、
六
坪
の
東
辺
を
画
す
る
築
地
塀
の
痕
跡
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
建
物
の
規
模
な
ど
か
ら
見
て
、
重
要
な
地
区
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
西
側
溝
と
重
複
し
て
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
六
五
四
五
が

あ
る
。
桁
行
人
間
以
上
、
梁
間
二
間
以
上
を
数
え
る
が
、
溝
と
同
時
期
の
可
能

性
が
あ
り
、
溝
の
上
に
張
り
出
し
を
も
つ
建
物
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
か
ら
七
九
点
、
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
、
す

な
わ
ち
Ｓ
Ｂ
六
五
四
四
の
柱
掘
形
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｂ
六
五
四
五
の
柱
掘
形
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｂ
六
五
四
六
の
柱
掘
形
か
ら
二
点
、
そ
の
ほ
か
の
小
穴
か
ら
二
点
の

合
計
八
五
点
出
土
し
た
。

こ
の
う
ち
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
は
、
幅
三

・
三
ｍ
、
深
さ
Ｏ

。
六
ｍ
を
測
り
、
溝

の
堆
積
は
二
層
に
大
別
さ
れ
る
。
木
簡
は
こ
の
う
ち
の
下
層
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
溝
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
に
、
土
器
、
木
器
、
瓦
な
ど
の
遺
物
が
多
量
に
出



1977年以前出土の木簡

土
し
た
。
特
に
、
東
院
に
多
く
見
ら
れ
る
三
彩
陶
器
や
緑
釉
瓦
、
「東
南
隅
」

「東
隅
」
な
ど
の
墨
書
土
器
、
竪
櫛

・
斎
串
な
ど
の
木
器
、
麻
布
、
和
同
開

珠

・
万
年
通
宝
な
ど
の
銭
貨
が
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

東
二
条
坊
々
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇

□
□
両
半
亭
歴
子
二
両
亡
消

一
両
半
　
日

　
□

。
　

　

□
当
□
□
也
此
甚
□
□
寧
将
少
□

日

国
大
小
井
□
通
支
□
□
□
二
三
日
殺
人
取
塩
以
苦
酒
―

服
之
大
方
葵
子
二
升
以
水
四
十

１
和
塗
春
申
千
支
又
□

―
升
煮
取

一
升
頓
服
之

令
釦
じ

×
合
ｅ

×
卜
　
ｏ
留

〔
七
條

四
坊
人

ヵ
〕

「左
京
□
□
□
□
□
日

□

□
□
□
得
」

］
卜
∞
×

（
中
∞
）
×
∞
　
Φ
∞
〕

(2)

日 日

東
二
坊
々
間
路

二条々間路

左
京
二
条
二
坊
六
坪

第68次調査遺構図及び周辺略図



(4)

「
　
　
　
　
上
主
寸
高
□

嶋
主
貸
物

山
寸
首
□
□

日
置
属
□
□

〔
五
十
ヵ
〕

甲縛
雛
陥
宰
齢

〔
宇
ヵ
〕

∞
Ｐ
］
×

］
⇔
×

伽
　

ｏ
Ｐ
騨

(3)llll

「
＜
添
下
郡
進
米
十
石
」

「
＜
六
月
十
九
日
　
　
」

「伊
勢
国
川
勾
郡
中
止
里
」

「阿
斗
マ
小
殿
万
呂

同
遊
万
呂
　
　
　
　
　
」

「
＜
尾
治
国
知
多
郡
贄
□
□
」

「
＜
白
髪
マ
馬
見
塩

一
半
　
」

「備
後
国
三
谷
郡

「
八
升×郡薄嚇潮

マ車錯鯉傾誰純
な朧
一持斗
五升

三
年
八
月
十
八
日

「
＜
交
易
銭
百
□

「
＜
津
守
山
猪

牌
枷
『
）Ａ
Ｎ
］
〉∧
卜
　
　
⇔
∞
∞

中
騨
∞
×

∞
∞
×

伽
　

ｏ
伽
Ｆ

〕
∽
∞
×

］
μ
×

∞
　

⇔
∞
〕

（
牌
Φ
卜
）
×
中
〇
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

含
ヽ
伽
）
×
滋

×
卜
　
ｏ
∞
μ

（
∞
『
）
×
呻
Φ
×
卜
　
ｏ
∞
Φ

（
∞
∞
）
×
μ
⇔
×
卜
　
ｏ
∞
Φ

「ロ
マ
安
麻
呂
　
布
志
回

別
日

国

人
　
秦
人
口
□

□
□
丙
麻
呂
　
瓢
嬬
剛
躙
呂
　
　
七
人
」

冒
Ⅵ
音
解
軍
　
日

　

回

冒
】
辞
耳
当
　
釧
￥
翌
留
Ｔ
□

皆
￥
士
望
　
業
　
　
解
肛

　

　

」

□
六
　
物
マ
得
万
呂
汁

高
田
少
万
呂
対

夫
　
天
　
天
天
天
　
□

「□
月
料
四
□
二
日

一ハ
日

七
日

十
五
日
」

「謡
堤
　
四±
升
　

　

」
Ｇ

ｅ

×

瞬

×

∞
　

ｏ
‘

Ｐ
伽
ヽ
×

∞
Ｎ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
四

（
Ｐ
∞
］
）
×

（
］
ω
）
×
∞
　
ｏ
∞
μ



1977年以前出上の木簡

側
　
。
「婦
猪
蔵
蔵
定
時
蔵
　
」

。
「　
廿
常
　
廿
　
廿
常
」

⑮
　
・
憶
漢
月
　
高
里
望
向
関

・

Ｈ

廿

ぐ
ぐ
ぐ
建
ぐ
建
憩
ぐ

建
物
Ｓ
Ｂ
六
五
四
五

⑭
　
。
「日
―十
日
冊
束
左
兵
士
付
□
万
呂
」

名
日

回

　

　

　

　

　

　

」

建
物
Ｓ
Ｂ
六
五
四
六

ω

　

「南
綿
侶
釘
枚
綿
侶
釘
廿
五

□
綿
釘
十
六
守
綿
侶
釘
十
九

北
綿
侶
廿
　
　
　
　
　
　
　
」

年
紀
を
も
つ
木
簡
は

一
点
も
な
い
。
地
名
表
記
か
ら
年
代
を
推
定
し
う
る
も

の
は
、
９
の
郡
里
制

（―
霊
亀
三
年
）
と
⑪
の
郡
郷
里
制

（霊
亀
三
―
天
平

一
二

年
）
の
一
百
〔の
み
で
あ
る
。
も

っ
と
も
同
溝
か
ら
は
万
年
通
宝
な
ど
奈
良
時
代

μ
い
Φ
×

（
騨
∞
）
×
”
　
ｏ
∞
ド

（
〕
卜
］
）
×

（
］
中
）
×
い
　
ｏ
∞
μ

〕
ｏ
∞
×

（
］
”
）
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

μ
ω
６
×

『
中
　

ｏ
ｏ
伽

後
半
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
溝
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い

た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

②
は
、
薬
品
の
服
用
法
を
記
し
た
木
簡
か
と
思
わ
れ
、
貴
重
で
あ
る
。
①
は

銭
出
挙
に
関
わ
る
木
簡
、
ω
は
漢
詩
の
一
部
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑪
の
荷

札
は
郡
名
が
欠
け
て
い
る
。
車
持
郷
は

『和
名
抄
』
で
は
上
総
国
長
柄
郡
と
越

中
国
新
川
郡
に
見
え
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
コ
一条
大
路
木
簡
」
の

類
例
か
ら
み
て
、
若
狭
国
遠
敷
郡
に
あ
っ
た
車
持
郷
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

「須
々
」
は

「鑢
」
（す
ず
計
）
の

「キ
」
を
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
城

宮

・
京
出
上
の
若
狭
国
の
調
の
荷
札
で
、
塩
以
外
を
貢
進
し
た
現
在
唯

一
の
事

例
と
な
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
七

一
』

（
一
九
七
一
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
入

（
一
九
七
一
年
）

（寺
崎
保
広
）




